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令和８年第３回新十津川町議会臨時会 

 

令和８年５月14日（木曜日） 
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 第２ 議会運営委員長報告 

 第３ 会期の決定 

 第４ 議案第23号 専決処分の承認を求めることについて 

 第５ 議案第24号 令和８年度新十津川町一般会計補正予算（第１号） 
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 第７ 議案第26号 財産の取得について 
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○欠席議員（０名） 

 

〇地方自治法第121条により出席した者の職氏名 

    町長         谷 口 秀 樹 君 

    副町長        寺 田 佳 正 君 

    教育長        久保田 純 史 君 
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    保健福祉課長     窪 田 謙 治 君 

    産業振興課長兼 

    農業委員会事務局長  鎌 田 章 宏 君 

    建設課長       千 石 哲 也 君 

    会計管理者      平 川 宏 之 君 

    教育委員会事務局長  小 松 敬 典 君 

 

〇職務のために出席した者の職氏名 

    議会事務局長     坂 下 佳 則 君 
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◎開会及び開議の宣告 

（午前10時00分） 

○議長（小玉博崇君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから、令和８年第３回新十津川町議会臨時会を開会いたします。 

 ただいま出席している議員は、10名であります。 

 定足数に達しておりますので、ただちに本日の会議を開きます。 

                                       

◎議事日程の報告 

○議長（小玉博崇君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき、

順を追って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、新十津川町議会会議規則第127条の規定により、７番、杉本初美議

員。８番、鈴井康裕議員。両議員を指名いたします。 

                                       

◎議会運営委員長報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第２、議会運営委員長報告を行います。 

 報告を求めます。 

 鈴井議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 鈴井康裕議員登壇〕 

○議会運営委員長（鈴井康裕君） 皆さん、おはようございます。議長の指示がございま

したので、議会運営委員会の報告をしたいと思います。 

 日時、場所、出席者については、記載のとおりでございます。説明員として、寺田副町

長、久保田総務課長にお越し願っております。 

 ５番の協議結果でございます。 

 （１）付議案件は、専決処分の承認１件、令和８年度会計補正予算１件、財産の取得２

件の計４件である旨、総務課長から説明を受けております。 

 （２）令和８年第３回町議会臨時会の会期は、５月14日、今日の１日間とする。 

 （３）日程については、裏面に記載のとおりでございますのでご覧ください。 

 以上で、議会運営委員会からの報告を終わります。 

○議長（小玉博崇君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

                                       

◎会期の決定 

○議長（小玉博崇君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本臨時会の会期は、先ほどの議会運営委員長報告のとおり、本日１日限りとしたいと思

いますが、これに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 
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○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日１日限りと決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第23号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第４、議案第23号、専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 改めまして、おはようございます。議長のお許しをいただきまし

たので、議案の提案理由と内容の説明を申し上げます。 

 ただいま上程をいただきました議案第23号、専決処分の承認を求めることについて。 

 地方自治法第179条第１項の規定により、新十津川町税条例の一部改正について別紙の

とおり専決処分したので、これを報告し、承認を求める。 

 提案理由でございます。 

 地方自治法第179条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

 なお、内容につきましては住民課長から説明申し上げますので、議決賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 住民課長。 

〔住民課長 佐藤武久君登壇〕 

〇住民課長（佐藤武久君） 改めまして、おはようございます。ただいま上程いただきま

した議案第23号、専決処分の承認を求めることについて、令和８年３月31日に専決第２号

として専決処分いたしました新十津川町税条例の一部を改正する条例について、ご説明申

し上げます。 

 今回の専決処分は、地方税法等の一部を改正する法律が本年３月31日に公布され、４月

１日から施行されることなどから、新十津川町税条例の一部改正について専決処分をした

ものでございます。 

 改正規定の内容につきましては、お手元の新旧対照表によりご説明させていただきます。 

 新旧対照表１ページをご覧願います。 

 最初に、第18条の３でございますが、これまで軽自動車の取得があった場合、軽自動車

税の環境性能割が課されておりましたが、米国関税措置の影響の緩和や自動車ユーザーの

取得時における負担の軽減を目的として、地方税法が改正されまして、この環境性能割が

廃止されることとなりました。 

 第18条の３の改正は、このように軽自動車税について環境性能割が廃止となったため、

種別割のみとなりましたことから、種別割という名称を削り、単に軽自動車税とするもの

でございます。 

 これと同様の改正内容、改正理由となっているものがほかにも多数ございますので、こ

こで先にまとめてご説明いたします。 
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 新旧対照表の６ページをお開きください。 

 下段の第81条の９、次のページの７ページの第82条、第83条、第85条、第87条、続いて

８ページ、第88条、第89条、次の９ページから10ページにかけての第90条、10ページ下段

から11ページにかけての第91条、少し飛びまして、22ページ、附則の第16条、23ページ下

段から24ページにかけての附則第16条の２、これらの規定につきましては、同じように種

別割という文言を削り、単に軽自動車税とする改正を行っております。 

 １ページにお戻りください。 

 第19条は、各号列記以外の部分、２ページの第２号、第３号の改正のいずれも、今回の

条例改正により第81条の６が削られたことによる改正となっております。 

 次に、第33条第３項、「以下この項及び次項並びに」の改正は、形式的な文言の改正、

その次の行の改正は、所得割の課税標準における総所得金額の算定上、除外される特定配

当等から法第23条第１項第15号ロに掲げるものを除くとするものでございます。 

 次に、３ページをご覧ください。 

 第67条第３項の改正は、固定資産税の納期について、原則４期とされておりますが、１

の納期で全額を徴収することとする金額の下限を、近隣市町を参考にして5,000円から

4,000円に引き下げるものでございます。 

 次に、第80条及び第81条の改正は、環境性能割の廃止に伴い、環境性能割に関する文言

の整理や項の削除等を行い、規定し直すものでございます。 

 次に、５ページをお開きください。 

 第81条の３から次のページにわたりまして、第81条の８まで、これらの改正は、これら

の規定が環境性能割に関する内容のみの条文となっておりますことから、環境性能割の廃

止に伴い、すべて削るものでございます。 

 次に、７ページをご覧ください。 

 第87条第１項、第２項、その次の８ページ、第３項の第33号の４の２様式の改正は、環

境性能割の申告様式である第33号の４の２様式が廃止となったことによる改正でございま

す。 

 次に、10ページをお開きください。 

 下段の方、第91条第２項の第80条第３項ただし書の改正は、今回の改正により第80条に

項ずれがあったことによるものでございます。 

 次に、11ページ下段の附則第７条の３の改正は、平成20年度から平成28年度までの各年

度分の個人の町民税からの住宅借入金等特別税額控除について、関係する地方税法の規定

が削られたため削るものでございます。 

 次に、12ページをお開きください。 

 下段の附則第７条の３の２の改正は、附則第７条の３の削除に伴う居住年等の改正、条

項ずれに伴う改正、そして、これ自体の条の繰上げ等を行っております。 

 次に、附則第８条の改正は、第１項は、肉用牛の売却による事業所得に係る町民税の課

税の特例について、法の改正に合わせて適用期限を延長するもの、第２項は、附則第７条

の３の２の削除に伴う改正でございます。 

 次に、附則第10条の２の改正は、第３項から第13項までは、法附則第15条第25項の改正

に伴うものでございまして、地方税法の改正により第15条第24項となることによる項ずれ
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による改正のほか、この改正前の法附則第15条第25項では、特定の再生可能エネルギー発

電設備に係る固定資産税の課税標準を減額する割合について規定されておりましたが、今

回、その減額制度の見直しが行われましたので、これに対応し、減額割合の改正や項の削

除を行っております。なお、減額割合につきましては、国の参酌基準のとおりとしており

ます。 

 第14項から第20項までは、地方税法の改正による項ずれに対応した改正と、第11項から

第13項までを削除したことに伴う、項の繰上げでございます。 

 そして、新たに追加される第18項は、地方税法の改正により、バリアフリー改修が行わ

れた特定の施設に係る固定資産税の減額制度が拡充され、その減額割合について条例で定

めることとされたため追加するものでございます。なお、この減額割合につきましても、

これも国の参酌基準のとおりとしております。 

 次に、16ページをお開きください。 

 附則第10の３第７項から17ページ第10項まで、それと、第12項及び、次の18ページの第

13項の改正は、それぞれ引用しております地方税法施行令の規定に項ずれがあったことに

よる改正でございます。 

 第14項の改正は、条例附則第10条の２第18項の追加で説明いたしましたバリアフリー改

修が行われた特定の施設に係る固定資産税の減額制度の拡充に伴い、その申告手続きにつ

いて改正を行うものでございます。 

 次に、19ページの附則第15条の２から21ページの第15条の６までの改正でございますが、

これらの規定につきましては、環境性能割に関する内容のみの条文となっておりますので、

環境性能割の廃止に伴い削るものでございます。 

 次に、附則第16条の改正は、第１項は、法第444条第３項の削除に伴うもの、本条の第

４項を削る改正に伴うもの、第２項は、環境負荷の小さい電気自動車等に対して、軽自動

車税を軽減する制度について、初回車両番号指定の期間を令和10年３月31日まで延長する

こととするもの、第３項は、営業用乗用車について、一定の排出ガス基準を超えないもの

等に対し、令和８年度分に限り、税率を軽減するとするもの、第４項は、令和７年度分ま

での軽減措置に関する規定であることから削るものでございます。 

 次に、24ページをお開きください。 

 附則第16条の３の改正は、25ページをご覧ください、第２号の改正になります。第２号

の改正は、今回の条例附則第７条の３の削除及び、その削除に伴う附則第７条の３の２の

繰上げに伴う改正でございまして、附則第16条の４、次の26ページ、第17条、飛びまして

28ページの第18条、29ページ、第19条、第20条から32ページ、第20条の３までにおける改

正につきましても同様の改正内容、改正理由となっております。 

 27ページにお戻りください。 

 附則第17条の２の改正は、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲

渡所得に係る課税の特例の適用期限の延長に伴う改正でございます。 

 それでは、議案書に戻りまして、附則についてご説明いたします。 

 議案書の７ページをご覧ください。下の方になります。 

 附則の第１条は、改正条例の施行期日を令和８年４月１日としております。 

 第２条第１項は、改正後の町税条例の規定中、固定資産税に関する部分について、令和
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８年度以後の年度分のものについて適用し、令和７年度分までのものについては、なお従

前の例によることとするものでございます。 

 第２条第２項は、今回の改正で特定再生可能エネルギー発電設備に係る固定資産税の軽

減措置内容の見直しが行われておりますが、旧法の附則第15条第25項の規定が改正され、

その旧法附則第15条第25項に規定する特定再生可能エネルギー発電設備に対して課する固

定資産税については、なお従前の例によるとするものでございます。 

 第３項は、今回、附則第10条の２に第18項として追加したものに関連するものでありま

すが、バリアフリー改修が行われた特定の施設に係る固定資産税の減額制度を拡充する今

回の改正前において、対象施設として定められていた改修実演芸術講演施設、これに対し

て課する固定資産税については、なお従前の例によるとするものでございます。 

 ８ページをお開きください。 

 第３条第１項は、新条例の規定中軽自動車税に関する部分は、令和８年度以後の年度分

の軽自動車税について適用するとし、第２項は、この条例の施行の日前の３輪以上の軽自

動車の取得に対して課する軽自動車税の環境性能割については、なお従前の例によるとし、

第３項は、令和７年度以前の年度分の軽自動車税の種別割については、なお従前の例によ

るとするものでございます。 

 第４条は、この条例の改正に伴う新十津川町税条例等の一部を改正する条例の一部改正

に関するものでございまして、この改正内容につきましては、また新旧対照表によりご説

明いたします。 

 新旧対照表の33ページをお開きください。下の方になります。 

 附則第６条は、平成27年３月31日以前に初めて車両番号の指定を受けた３輪以上の軽自

動車に対して課する軽自動車税について、軽減措置を講じていたものでございます。 

 この改正は、環境性能割の廃止により軽自動車税が種別割のみとなりましたことから、

種別割という名称を削り、単に軽自動車税とするものでございます。 

 以上をもちまして、専決第２号、新十津川町税条例の一部改正についてのご説明とさせ

ていただきます。何とぞご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 以上で、議案第23号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 10番、西内議員。 

○10番（西内陽美君） お伺いいたします。３月31日をもって環境性能割が廃止されるこ

とに伴いまして、本町の税収への影響についてお伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 住民課長。 

○住民課長（佐藤武久君） ただいまの10番議員のご質疑にお答えいたします。 

 環境性能割が廃止となることによって、影響額といたしましては、直近の令和７年度の

実績といたしまして、210万7,600円というふうな数字が現在出されております。それが減

収となる見込みになりますが、その年どしで金額はもちろん変わっておりますので、これ

が必ずしも減収となる数値の一般的なものっていうことではない、令和７年度の実績とし
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てはという部分になります。 

 ただ、それについては、安定財源を確保するための具体的な方策を検討して、それが検

討結果が出るまでの間、国の方で国の責任で手当されることになっておりますので、これ

は地方特例交付金というもので補填されることになっております。 

 ですので、実際の減収につきましては、町に対する影響というのは補填されますので、

ないということになってございます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第23号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第23号、専決処分の承認を求めることについては、原案のとおり可決

されました。 

                                       

     ◎議案第24号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第５、議案第24号、令和８年度新十津川町一般会計補正予算

第１号を議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第24号、令和８年度新十津川

町一般会計補正予算第１号。 

 令和８年度新十津川町一般会計補正予算第１号は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ331万８千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ84億8,929万円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 11ページから15ページは、第１表、歳入歳出予算補正ですので、お目通しのほどお願い

します。 

 続いて内容のご説明を申し上げます。 



- 8 - 

 補正内容につきましては、歳入歳出予算補正事項別明細書により、歳出から説明いたし

ますので、20ページ、21ページをお開き願います。 

 ８款２項１目道路維持費。補正額331万８千円。財源は、すべて一般財源となります。 

 内容を申し上げます。 

 番号３番、道路維持車両管理事業331万８千円は、例年４月に山間地域の未除雪区間の

道路をロータリー除雪車で雪割作業を行っておりますが、その作業中に雪に埋まっていた

鉄骨を噛み込み、オーガを破損したことによる修繕費用でございます。部品の納期に６か

月、修繕に１か月を要することから、次期の除排雪作業に間に合わすよう増額補正したい

とするものでございます。 

 次に、歳入で、議案書、18ページ、19ページとなります。 

 19款１項１目基金繰入金。番号１番、財政調整基金繰入金331万８千円は、補正財源と

して基金からの繰入金を充てるものでございます。 

 以上、一般会計補正予算の内容説明とさせていただきます。ご審議をいただき、議決賜

りますようよろしくお願いを申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案者の提案理由並びに内容の説明を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第24号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第24号、令和８年度新十津川町一般会計補正予算第１号は、原案のと

おり可決されました。 

                                       

     ◎議案第25号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第６、議案第25号、財産の取得についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第25号、財産の取得について。 

 町は、次のとおり財産を取得する。 

 提案理由でございます。 
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 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、

議決を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 １、名称及び数量、除雪トラック専用車１台。 

 ２、取得の目的、建設機械の老朽による更新。 

 ３、契約の方法、指名競争入札。 

 ４、取得価格、金5,969万７千円。 

 ５、契約の相手方、砂川市空知太東１条３丁目３番24号、ＵＤトラックス北海道株式会

社空知支店、支店長、齊藤一隆。 

 なお、裏面には、参考資料として、指名業者名、財産の規格等を記載しておりますので、

お目通し願います。 

 以上、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案者の提案理由並びに内容の説明を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第25号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第25号、財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第26号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第７、議案第26号、財産の取得についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第26号、財産の取得について。 

 町は、次のとおり財産を取得する。 

 提案理由でございます。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、

議決を求めるものでございます。 
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 内容の説明を申し上げます。 

 １、名称及び数量、食缶類洗浄機一式。 

 ２、取得の目的、食缶類洗浄機の老朽による更新。 

 ３、契約の方法、指名競争入札。 

 ４、取得価格、金3,509万円。 

 ５、契約の相手方、旭川市６条通11丁目55番10、株式会社中西製作所旭川営業所、所長、

勝山恵介。 

 なお、裏面には参考資料として、指名業者名、財産の規格等を記載しておりますので、

お目通し願います。 

 以上、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますようよろしくお願い

を申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案者の提案理由並びに内容の説明を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 ８番、鈴井議員。 

○８番（鈴井康裕君） お伺いします。今回の更新にあたって、前の食缶類洗浄機は、何

年使われたんでしょうか。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（小松敬典君） それでは８番議員の質問にお答えさせていただき

ます。 

 こちらの食缶洗浄機ですね、平成14年の今の給食センターが開設以来使っておりますの

で、昨年度で24年間経過したものでございます。この５年ほど前からベルトコンベアの部

分の破損と、それから修繕を行ったんですが、その後の異音がおさまらなかったこと、そ

れから、超高圧噴射ノズルと言いますか、水を出すノズルの破損や水漏れも頻繁に発生し

ていることから、今回更新するものでございます。以上です。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第26号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第26号、財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

                                       

◎閉議の宣告 

○議長（小玉博崇君） 以上で、本臨時会の会議に付された議件は、すべて議了いたしま

した。 

 会議を閉じます。 

                                       

◎閉会の宣告 

○議長（小玉博崇君） 令和８年第３回新十津川町議会臨時会を閉会いたします。 

 大変お疲れさまでした。 

（午前10時34分） 
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